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立教大学 経済学部

会計フアイナンス学科 坂本ゼミ(分野:税務会計論)

仲間たちと一緒に取り組み、

それを形にできたという経験や達成感が学生の財産

経済学部 坂本 雅士 准教授

靱 明治大学商学部産業経営学

科卒。一橋大学商学研究科経営学及

び会計学専攻博±後期課程単位取得。

2002年 4月より立教大学経済学部

で教鞭を執る。主要研究テーマは税

務会計論及び租税法。

生時代に仲間たちと一緒に何かに取り組み、

それをカタチにできたという経験や達成感が、

これからの人生における大きな財産になる

と思います。」と坂本先生は話す。

ゼミ生の進路は多様だ。税理士や公認

会計士をめざして猛勉強を始める者、大学

院への進学をめ討 者、一般企業への就職、

公務員になる者と様々。「頑張つても、思う

ようにいかない学生もいます。それでも学生

は、また何かにチャレンジしていきます。悔い

のない学生生活を送つたからこそ、自信をも

って社会に出ていくことができるのです。」

研究を通して人間を知り、社会を知る。こ

れこそが大学でなくてはできないことなのだ。

:2年 次には、会計学の目礎を固め

|『全国大学対抗簿記大会』に蒙聾

坂本ゼミでは、会計学の主要な柱のひと

つである「税務会計」をテーマに、2～4年

次の約70名の学生が学んでいる。

「税務会計のゼミというと、税理士や公認

会計士をめざす学生ばかりが集まつている

と思われるかもしれませんが、サークルや体

育会活動に熱中している者、これから何か

をはじめようと考えている者など、いろいろ

な学生が参加しています。」

坂本ゼミでは学年ごとに目標を設定し、そ

の達成に向けて切磋琢磨していく。

2年次になると、税法や税務会計などの

基礎知識をしつかりと養つていくが、その際

に「簿記」は企業の経営成績と財務状態を

明らかにする技法として必ず身につけなけ

ればならないものだ。

「簿記に対する興味と学ぶ意欲を高める

ために、2年生は『全国大学対抗簿記大会』

に参加しています。年に2回、春と秋に開催

される大会で、全国から約120校の大学が

参加しています。個人戦と団体戦があり、ゼ

ミがスタートした2002年から、団体戦では過

去に3回優勝し、個人戦でも5名の学生が

優勝しています」と先生。

この大会に向けての指導や訓練は、サブ

ゼミとして3、4年生が行つていく。目標をつ

くり計画を立てて、それに一緒に取り組んで

いくことによる、先輩と後輩の絆の強さが坂

本ゼミの特徴だ。

i 3年 次には懸賞論文に応募

| デイスカツシヨンを菫ねてい
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ゼミ活動の中心は3年生だ。3年次の目

標は、納税協会の懸賞論文に応募すること。

そのために論文テーマを決め、必要な資料

やデータを各自で分析し、論文にまとめて発

表し、評価されるというところまでを目標とし

ている。

「2月に冬合宿を行い、ここで論文のテー

マを決めます。税務会計の領域で、未解決

の問題をテーマにするのですが、そのため

に100本ぐらいの文献のレビューを行い、何

が問題なのか、どこを論点としていくかを考

えていきます。そして、4月から2、3週間で論

点を練り、論文の構成 (章立て)をし、グル

ープごとに分担してレポートをまとめていき

ます。それをもとにゼミ生がディスカッションし、

論文に仕上げていくのです。」

この一連のゼミ活動を通し、先生も驚く

ほど学生は思考力がつき、論理的な考え方

ができるようになる。特に、コミュニケーショ

ンカや表現力の成長は目をみはるものがあ

るという。

進展するグローバル社会の中で、会計に

も国際基準が求められている。大企業はそ

れに対応できても、中小、零細企業はそれに

対応できない状況もある。国際社会の中で

解決していかなくてはならない問題はたくさ

んあるのだ。

「大学で学んだことがすぐに役立つという

ことは少ないかもしれません。それよりも、学 約70人という大所帯。写真は、この春卒業したゼミ生

論文制作を通して、情報収集力がついたことを実感

経済学部

ざらでしたが苦にはなりませんでしたね。私はゼ
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会計フアイナンス学科 4年

堤 拓樹さん

私立立教池袋高校卒

1年次の基礎演習で「論文の書き方」の講義を

受けたのが、坂本先生との出会いでした。先生の

人柄に惹かれたというのが坂本ゼミに入つた正

直な理由です。「簿記」もゼミに入つて初めての

体験でした。でも、実際に簿記の手法を学ぶこと

で、企業経営や社会のしくみがわかつてきて会計

学に興味がわいてきたんです。

3年次には、懸賞論文に取り組みました。毎日、

無我夢中で、帰りが夜の10～ 11時になることも

ミ長だつたので、いかにグループをまとめていく

かということが大変でした。でも、今振り返つて

みると、論文執筆を通して情報収集力が身につ

いたことは実感できます。

私は、大学の飛び級制度を利用しているので、

学部4年であると同時に大学院修士課程の1年で

もあります。あと1年で修士課程を修了するので、

その後は一般企業に就職して、大学で学んだこ

とを活かしていきたいと考えています。
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